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肥効調節型肥料による健苗育成と良食味米の生産向上

， .はじめに

北海道の稲作は 苗作りの歴史から見ることが

でき，府県の稲作を直接導入した(1)水苗代時代

から (2)たこ足式直播による稲作の拡大， (3)畑

苗代による安定・多収の実現 (4)ひも苗から稚

苗，中百，成百へと進歩した機械移植栽培と変遷

してきた。特に 北海道では栄養生長期と生殖生

長期が重複して 生育期の乱れが起きるととも

に，幼穂形成期には蛋白質と細胞壁物質(セルロ

ーズやリグニン)の合成が向時に行なわれる。し

かし，同化作用によって供給される有機物の総量

が限定されるために 細胞壁物質の合成が犠牲に

なり，遅れ穂、が発生し，出穂・成熟期の不揃いが

生じることになる。これらのことから，栄養生長

と生殖生長を分離させるため，如何にして初期生

育を促進させるかが重要な課題となり， I健苗の

育成J，I最適な栽植密度」を中心にして下位分げ

つを確保することが大切になる。ここでは，肥効

調節型肥料を用いた健苗育成と良食味米の生産に

ついての検討結果を紹介する。

2. 肥効調節型肥料による健苗育成と良質米・安

定生産 (2006年)

， )成苗ポット試験は 北海道美唄市開発町桜井

の山角和明氏宅で品種「ななつぼし」で、行なっ

た。

圃場は低位泥炭土で，土壌窒素はN10.2kg/10a

程の高水準で、ある。成苗ポット用としてマイクロ

表， .イネ苗の栄養・生育診断基準値

育苗様式(苗令)
窒素 リン酸

(N%) (P205%) 

稚苗マット (2.0""'2.5) 3.5""'4.0 2.0""'2.2 

中苗マット (3.1""'3.5) 4.0""'4.5 2.2""'2.5 

成苗マット (4.0""'4.5) 4.5""'5.0 

北海道美唄市農業協同組合 営農販売部米麦課

営農技術主幹 粟 崎 弘 利

ロングトータル201-100を用い 播種一週間前

に培土と混和した。播種期4月24日，移植期 5月

26日，本田栽植密度は23.5株1m2 (33cmX 

12.9cm)で移植した。

2) 中苗マット試験は，北海道美唄市上美唄町の

寺崎宏章氏宅で品種「きらら397Jで行なった。

圃場は無機質表層高位泥炭土で，土壌窒素は

N7.5kg/10aの中庸である。箱マット用としてエ

コロング424-100を用い，エコロング専用施肥

ホッパーで、50gを箱施肥した。

3)肥効調節型肥料による健苗育成

移植後の生育停滞を短期間に終え，すみやかに

新根を発生させ 活着する能力の高い苗が健苗で

ある。草型は，第 1鞘高・草丈が短く，葉身が硬

く，i殿粉等が充実した腰の太い苗である。又，発

根力を高めるには移植時苗の窒素含有率を高める

必要がある。その診断基準値は表 1の通りである。

「成苗ポット試験」では マイクロロングトー

タル201-100の培土施肥により分けつ発生が良

く，乾物重が重く，苗の充実度も高まり苗質が向

上した。また，マイクロロング施肥区の窒素含有

率は3.99%で，慣行苗より+0.2%高くなったが，

中苗基準下限の窒素栄養であった(表 2)。苗質

の向上には，最適な温度と水管理による生育のコ

ントロールが不可欠であり 栄養の高い苗を作る

必要がある。

「中苗マット試験」では エコロング424-100

加里 乾物重 苗長(草丈) 育苗日数

(K20%) (g/100本) (cm) (日)

3.0""'4.0 1.0以上 8""'12 20""'25 

" 2.0以上 10""'12 30""'35 

" 3.0""'4.5 10""'13 35""'40(45) 
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肥効調節型肥料施肥による苗の生育と作期 (2006年)表 2.

成熟期

(月/日)
期
印

一
品
/
/

出
目

窒素含有率
(%) 

充実度

(乾物/草丈)

乾物重

(g/100本)

茎数

(本)

葉数
(5/25) 

草丈
(cm) 

育苗処理区

9/13 
9/17 

8/3 
8/4 

3.99 
3.78 

0.251 
0.239 

3.67 
3.64 

2.4 
2.1 

4.7 
4.8 

14.6 
15.3 

マイクロロング201-100
慣行(ポット成苗)

9/22 
9/24 

8/6 
8/6 

3.62 
6.17 

0.122 
0.136 

1.78 
1.57 

1.0 
1.0 

3.5 
3.1 

14.6 
11.6 

エコロング424-100
慣行(マット中苗)

たが，肥効調節型肥料の培土施肥により初期生育

が促進され，茎数は慣行苗移植に比べて成苗で 2

割以上多く，中苗で 3割程多く推移した(図 1)。

その結果，肥効調節肥料施肥苗は有効茎数が成苗

で4日，中苗で 2日早く確保され，成熟期もそれ

ぞれ4"-'2日早まった(表 2)。

マイクロロングを施肥した成苗「ななつぼしJ

は，穂数確保と登熟性が優れ，精玄米重681kgl

10a (慣行対比103)の高収になった。エコロン

グを施肥した中苗「きらら397J は，生育促進に

より穂数632本1m2を確保(慣行対比122)でき，

精玄米重633kg/10aが得られ 慣行苗に比べて

8%の増収になった(表 3)。良食味米の生産に

は，米粒中のアミロース含

有率とタンパク含有率の双

方を同時に低下させる技術

の組立が重要である。肥効

調節型肥料施肥苗は，下位

分げつの確保により，穂揃

いがよく登熟前半の温度確

保が良くなり，アミロース

含有率は慣行より幾分低く

なった。一方，疎植のため

生育量の確保が遅れ後勝り

の生育になり，精米蛋白は

7.6"-'7.8%であった。

の箱当たり 50g施肥で、 苗の乾物重が慣行苗より

増加したが稚苗の生育基準に近く，徒長ぎみであ

った。また，エコロングの施肥により窒素含有率

は3.62%で慣行苗より+0.45%高くなり，葉色は

幾分濃くなったが稚苗の栄養基準であった(表

2)。腰の太い菌作りには 出芽から 1葉展開ま

での 3日間の適温管理で第 1鞘高を短くすること

が重要である。さらに 1葉"-'2葉までは瀧水を

ひかえめにして根の発育をはかり，その後は適湿

土で養分吸収を高める必要がある。

4)初期生育促進による良質米の安定生産

2006年は移植後の気温が低く 6月の寡日照

と最高気温の低下により分げつ発生が著しく遅れ

図 1.肥効調節型肥料施肥苗の茎数の推移 (2006年)
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苗箱施肥による水稲の収量と収量構成要素 (2006年)表3.

アミロース

(%) 

精米蛋白

(%) 

千粒重

(g) 

精玄米重

(kg/10a) 

籾重

(kg/10a) 

わら重

(kg/10a) 

穂数

(本/m2)

試験区

(育苗移植)

20.1 7.8 22.4 681 (103) 

659 (100) 

872 740 597 マイクロロング区

慣行成苗区 20.5 7.7 21.7 868 684 575 

20.5 7.7 24.2 633 (108) 

588 (100) 

865 683 632 エコロング区

慣行中苗区 21.3 

精玄米重は，成苗「ななつぽし」簡選1.95mm豆，中苗「きらら397Jは飾選2.0mm豆

7.6 24.2 807 654 520 
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圃場は無機質表層高位泥炭土で，土壌窒素は

N7.4kg/10aの中庸である。成苗ポット用として

マイクロロングトータル201-100を用い，①ポ

ット当り40g添加，②播種3週間前に培土にポッ

ト当り 35gを混和，③播種

10日前に培土にポット当り

50gを混和の処理区を設け

た。栽植密度は 23.3株/m2

(33cmX 13.0cm)とした。

2)マイク口ロングトータ

ル201-100培土施肥によ

る健苗育成

マイクロロング施肥によ

り分げつ発生が良く，乾物

重は培土混合>培土添加>

慣行であった。また，マイ

3. マイク口口ングによる健苗育成と良食味米の

安定多収 (2007年)

1 )成苗ポット試験は，北海道美唄市北美唄町の

山口勝利氏宅で品種「ななつぼしJで行なった。

表 4. 試験区および施肥設計

試験区名 供試肥料 施用量 N P205 K20 MgO イ庸 考

1.対照区(慣行育苗) 軽量培土 0.5 1.0 0.8 0.2 g -培土の成分はpot

床土S820 303g/m2 24.2 36.4 30.3 9.1 g/m2 l枚当りで表示

2.マイクロロング叩g/pot 軽量培土+
-床土m2当りで表示

0.5 1.0 0.8 0.2 g 

添加区 マイクロロング 40g/pot 4.8 4.0 4.4 0.8 g 
-床土施肥は各区

共通
3.マイクロロング、35g混合 軽量培土十 0.5 1.0 0.8 0.2 g 

培土区 マイクロロング 35g/pot 4.2 3.5 3.9 0.7 g 
-播種期4月16日

4.マイク凹ング50g混合 軽量培土+ 0.5 1.0 0.8 0.2 g -移植期5月19日

培土区 マイクロロング 50g/pot 6.0 5.0 5.5 1.0 g 

本田共通肥料 全BB484+ダプリン BB15kg 2.1 9.7 2.1 1.4 ダプリン20kg-P2057.0 

(kg/10a) 側条化成023 25kg 5.0 3.0 3.3 一 一MgO1.4kg/10a 

表 5. マイクロロングトータル201-100施肥による苗質の向上 (2007年)

育苗処理区
苗立数 葉数 草丈 第 1鞘高 茎数 乾物重 充実度

(本/ポット) (5/24) (cm) (cm) (本) (g/100本) (乾物/草丈)

マイクロロング40g添加 3.8 4.2 16.0 2.3 2.1 3.59 0.224 

マイクロロング35g培土 3.7 4.0 16.0 2.6 2.1 4.03 0.252 

マイクロロング50g培土 3.5 4.4 16.4 2.2 2.0 4.19 0.256 
日ーーーーーーーーーー-ー-ーーーーーーーーーー-ー一一一一一一一一一一一一一一一ーーーーーーーーーーーーー一一一一一一一ーー------ーーーーーー------【 F ーーーーー『【『【ー四-- --ーーーーーーーー・・

慣行(成苗ポット) 3.3 3.9 14.5 2.3 1.7 3.90 0.269 

クロロング施肥で草丈が伸びる傾向が

あるので，温度管理に注意が必要であ

る(表 5)。培土混合の場合，混合後

の成分溶出で肥料焼けが心配されるた

めポット当り 35g混合(播種22日前処

理)と，ポット当り 50g混

表 6.培土の電気伝導度 (EC，mS/cm) 

測定月日
成苗ポット マイクロロングトータル201-100混合培土

軽量培土 35g/pot 50g/pot 

4/19 0.575 0.841 1.347 

水稲育苗床土の電気伝導度(EC)診断基準値1.5mS/cm以下

図2. マイクロロングを施肥した成苗「ななつぼし」の茎数の推移 (2007)
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合(播種10日前処理)のEC

を測定し，何れも基準値

1.5mS/cm以下であった

が，ポット当り40gが適量

と考えられた(表6)。

3) マイク口ロング培土施

肥による生育促進と低蛋

白米生産

移植後の生育は，マイク

ロロング施用により分げつ

速度が高まり，分げつ盛期

には慣行より茎数が32'"
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マイクロロング培土施用

により穂数，籾数が多くな

り，精玄米重687""'707kg 

110aの高水準を確保し，慣

行苗に比べ 2""'5%増収し

た。また，マイクロロング

の添加適量は40gで、安定収

量になり，培土混合ではマイクロロング50g混合

で，穂数705本1m2，籾数38.2千1m2，収量707kg

を獲得した。品質は，マイクロロング施肥により

蛋白7.0""'7.2%，アミロース 16.7""'16.9%になり，

ともに慣行苗移植よ り0.2""'0.4%低くなり，良食

味米生産になった(表 7)。

4. 美味しい「おぼろづ

き」の食味，品質向上

「おぼろづき」は2003年

に農林登録され， IつやJ， 

「粘り J，I柔らかさ」があ

って「味」が良く， これま

での道産米にはなかった画

期的な食味を実現した品種

である。新規の低アミロー

ス遺伝子の働きでアミロー

スを約14%~ごすることがで

き，食味試験では「コシヒ

カリ Jに近い評価が得られ

ている。生育特性は，出

穂・成熟期が早く(中生の

早)，短稗，偏穂数型であ

るため，栽植密度が低くな

ると栄養生長量が少なくな

って，稲体の窒素濃度が高

くなり，穂揃いが乱れ，登

表 7. 穂数，収量および蛋白，アミロース (2007年)

試験区
穂数 わら重 籾重 精玄米重

(本1m2
) (kg/10a) (kg/10a) (kg/10a) 

1マイクロM 初 g添川蝉塑 機 ソ
.，~ . " 目‘'

2.マイクロロング35g培土 687(106) 785 857 687(102) 22.0 7.2 16.7 

3.マイクロロング50g培土
ーーーーーー 『 ー-ーーー』ーーーーーーーー

4慣行(成苗移植)区 647(100) 767 837 675(100) 22.5 7.4 17.1 

35%多くなり，有効分げつ終止期が慣行苗 (6月

30日)より 8""'9日早く確保した。その結果，マ

イクロロング培土施肥苗は生育促進により幼穂形

成期の 5""'7日前に有効茎数を早く確保したが，

慣行苗では幼穂形成期 3日後に有効茎数が得られ

た(図 2)。

図 3. rおぼろづき」の茎数の推移 (2007)
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表 8. rおぼろづき」の収量および収量構成要素 (2007年)

試験区
穂数 1穂籾数 総籾数 精玄米重 千粒重精米蛋白

(本1m2
) (粒) (x 103/m2) (kg/10a) (g) (%) 

1.マイクロロング'40g添加 700(121) 49.2 34.4 554(114) 21.6 8.1 

2.マイクロロング50g培土 740(128) 48.5 35.9 591(122) 21.6 8.3 

3慣行(成苗)区 580(100) 49.4 28.7 486(100) 21.1 8.0 

表 9. 栽植密度と収量，蛋白，アミロース含有率

年 土壌型 栽植密度 出穂期 成熟期 穂数 収量 アミロース精米蛋白窒素吸収量

次 (株1m2) (月/日) (月/日) (本1m2) (kg/10a) (%) (%) (kg/10a) 

17 下層泥炭土 125.9 7/21. 9/(施 7紛 686 12.8 7.2 10.6 
褐色低地土 23.3 7/25 9/08 615 523 13.4 7.5 9.1 

グライ土壌 22.1 7/27 9/11 557 565 13.0 8.2 9.7 

18 下層泥炭土 ~ 7/29 9/1他 山 怜2 665 11.6 7.4 10.5 

下層泥炭土 25.3 7/28 9/07 683 632 10.9 7.5 10.1 
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熟不良や高蛋白米になりやすい。そのため，健苗

育成と適正な栽植密度の確保が重要である。

1 )肥効調節型肥料の培土施肥効果

試験圃場は低位泥炭土で土壌窒素N10.2kgl

10aと高水準のため 側条N5.6/10a施肥で、栽培

した。

成苗ポット用としてマイクロロングトータル

201-100を用い，①ポット当り40g添加，②播

種10日前に培土にポット当り 50gを混和した処理

区を設けた。マイクロロング施肥により分げつ発

生がよく，乾物重は大きくなり，充実度も高くな

った。移植後の分げつは培土混合区が旺盛にな

り，穂数も50g混合 (128)>マイクロロング40g

添加 (121)>慣行成苗(100)であった(図 3)。

マイクロロング施肥は初期生育を促進し，穂数，

籾数が多くなり 慣行成苗に比べ14"-'22%増収

した(表 8)。

2)食味向上と安定生産のための最適な栽植密度

最適な栽植密度25.3株1m2 (株間12.0cm)と

成苗 1株4本植で栽培した「おぼろづきJは，必

要生育量が早く確保され 効率の良い稲作りで高

い食味水準を維持し 600kg/10a以上の安定高

収を実現した(表 9)0 Iおぼろづき」は粒厚が

薄いので安定した生産を得るためには栽植密度の

確保に留意し，下位分げつで必要生育量を確保

し，穂揃いを良くして整粒歩合を高めることが重

要である。

5. おわりに

寒地における良食味米の安定多収技術は，初期

生育を良くする「土づくり」を土台にして， I健

苗の育成」と「適栽植密度Jで必要生育量を幼穂

形成期までに確保することが重要である。また，

初期生育を促進するために，十分な燐酸供給と側

条施肥などが低温下で分げつ速度を高める有効な

技術となっている。一方 初期分げつを窒素施用

のみによらず，低温下で発根力の高い健苗を育成

して窒素を能率的に吸収させることが良食味米の

安定生産に大切である。本試験結果は，箱マット

にエコロング424-100タイプを施用し，成苗ポ

ットにマイクロロングトータル201-100タイプ

を施用することによって 発根力の高い苗が育成

され，初期低温においても初期生育が促進されて

茎数の確保が容易になり，斉一な穂揃いにより登

熟性が高まり，品質，食味，収量の向上が期待で

きることを示した。


